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学位論文要旨
言語には，その言語を母言とする集団の価値体系や文化，世界観等が投影されると言われる。日本
語には，日本人の心の働きが反映され，それは，日本人の価値体系や世界観，そして，日本の文化と
深くかかわり合っている。
本稿は，日本語の動詞が反映する日本人の心の働きの全体像を把握するべく考察を加え，新たな知
見を展開したものである。この考察にあたり，本稿では，江戸時代の語学者である本居春庭（1763～
1828）の動詞の「自他」の学説（『詞八術』（文化５〔1808〕年刊)，『詞通路』（文政１２〔1829〕年刊）
から抽出した理論を援用した。この抽出に当たっては，認知科学の観点かに立脚する，認知言語学の
アプローチの手法を援用した。
従来の日本語の動詞の研究を振り返るに，佐久間鼎氏が，英語等との比較言語学的観点から，日本
人の心の働きを表す日本語の動詞の特色について，「おのづから然る」的，自然本位的，非人問的に表
現する傾向があると概観されたが，この「おのづから然る」という言葉は，本居春庭の父である本居
宣長（1730～1801）が動詞の「自他」の説明に用いた術語である。そして，それを発展・継承した春
庭によって，日本語の動詞の「自他」の術語としての体裁を整えたものであるが，本稿における動詞
の「自他」の検討によって，春庭の術語としての「おのづから然る」の内実が，日本語の動詞表現を
特徴付ける最も重要な，かつ，根本的なファクターであることが明確となった。春庭は，「おのづから
然る」の術語を含め，七種の術語によって動詞の「自他」の体系を示したものであるが，春庭の動詞
の「自他」とは，現在言われるところの「自動詞（intransitiveverb）。他動詞（tran-sitiveverb)」
を指しているものではない。
すなわち，春庭によって体系化された動詞の「自他」を，本稿では，日本人が日本語の動詞を通じ
て自身を取り巻く外界を「他」としてとらえ，また，その外界の中に「自」をとらえる際のとらえ方
の体系であるととらえ直し，このとらえ方の特色を「コスモロジー（宇宙観)」という名称を用い，日
本人のコスモロジーの姿として記述したものである。
そして，春庭の「おのづから然る」という術語の内実から，日本語の動詞に反映される日本人の心
Ｉ性の最も重要なベースとなるものと判断した「おのづから然る論理」を抽出した。また，日本語の動
詞の「自他」についての従来の研究成果を踏まえ，その末解明の部分について，この「おのづから然
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る論理」を援用し新たな角度から検討を加え，本稿のコスモロジー論を立て，この「おのづから然る
論理」を中心として日本語の動詞が反映する日本人のコスモロジーを明らかにすべ<検討を進めた。
したがって，本稿の提示した日本語の動詞に反映されるコスモロジーは，語学的分析に有効であるの
みならず，日本文化の根本的な精神特徴の一つであることを主張するものである。
まず，第１章では，春庭の学説の背景を探るという意味から，日本語の表現における「自他」の表
現意識を語学史的に検証し，平安時代。末期の歌合にさかのぼり日本人の「自他」の表現への認識の
高まりを概観し，併せて，春庭への影響関係を明らかにした。この検討の過程において，本稿で「仮
使役(心理回帰使役・意志消失使役)」と名付けた動詞の機能を見いだした。これは,富士谷成章の『あ
ゆひ抄』（安永７〔1778〕年）での「裏（自)」と「表（他)」についての，「たのむ」・「たのむる」
の対応における「たのむる」に対する言及の解釈に端を発したものであるが，本稿ではそれを検証し，
更に，第２章においては，使役と仮使役（心理回帰使役。意志消失使役）との相違を明確にした上で，
その検討範囲を広げ，一つの文法機能として提示するに至ったものである。
第３章では，春庭の動詞の「自他」の認識が，他の学説と対比して卓越していることを浮き彫りに
し，文法論としての価値を再検討した。特記すべきは，春庭が，(1)動詞の活用表から命令形を排除し，
命令形を別扱いにしている事実であり，（２）「す。さす。る。らる」の助動詞が下接した形態を動詞の
一語として扱っている事実であるが，筆者はこれに，現代の成層文法論で言うところのデイクタムと
ムードを区別する春庭の意識を認め，日本語の術語文の構造をコミュニケーションの中に見据える画
期的見解として位置付けた。また，宣長の『てにをはひも鏡』（明和８〔1771〕年刊）における欄外の
注記が，春庭の動詞の「自他」の学説の確立に多大な影響を与えたことを立証した。春庭は，宣長が
動詞の「自他」の区別として明確には意識できなかったものに動詞の「自他」の区別を認め，その形
態的三分類に生かしたことを明らかにしたものである。
更に，春庭の学説が，富士谷成章の学説（『あゆひ抄』）と日本語の動詞の根本的なとらえ方におい
て一致していることを，両者の「す。さす・る・らる」の助動詞と動詞の扱いや命令形の扱いに類似
点が見られることを指摘し立証した。成章『あゆひ抄ｊと春庭の学説の関連については，足立巻一氏
による宣長の書簡の発見が重要な問題を提起するものとなり，宣長や春庭が『あゆひ抄』の内容を知
り得た時期が確定された。ただし，足立氏は，宣長が『あゆひ抄』を手写しなかったと推測されたが，
筆者は，新資料を発見し従来の見方を修正した。成章と春庭の学説の関連については，今後の学会で
の議論の対象になる重要な問題であることを山口明穂氏が言及されているが，上記の本稿での指摘と
筆者が発見した新資料は，両者の学説の関連の検討において重要な意義を持つものであり，学会での
議論の契機となり，その主流となるものと確信する。
第４章では，春庭の動詞の「自他」の学説に対する近年のヴォイスの観点からの評価も含め，従来
の評価における不十分な点を明らかにしつつ，春庭の学説の真価が，宣長の動詞の自他論を乗り越え
たところに展開された，春庭の術語としての「おのづから然る」の提示にあることを明確にした。
なお，春庭の学説への影響関係において大きな意味を持つ宣長の動詞の「自他」の見解に，認知言
語学で言うところの，状況的意味と認知的意味を区別している点が見られることを指摘した。
第５章では，第４章で論じた春庭の「おのづから然る論理」が支配する，日本人の認知空間として
の世界の実質を日本語の言語表現が反映していることについて論じ，この「おのづから然る論理」を
中心とする日本人のコスモロジーについて，（１）「マクロコスモス（宇宙)」（｢おのづから然る論理」が
支配する認知空間としての場〔表現者自身が有意志の存在としては存在せず，表現者が意識的に関与
できないような状況場面〕）と，(2)その中から浮かび上がった表現者の意識的行為の場である認知空間
としての「ミクロコスモス（小宇宙)」とのかかわりとして記述した。
そして，春庭が提示した七種の術語によって統括される各動詞グループに反映されている日本人の
コスモロジーについて，それぞれ，そのコスモロジー・パターンを図解によって示した。これらは，
マクロコスモス本位の発想を反映する日本語の動詞の自他表現の様式を，図解という形で構造化し提
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示したのであるが，これは，日本人の意識におけるマクロコスモスの実体を日本語の言語表現が反映
していると言えるのであり，マクロコスモスにおけるミクロコスモスの消失と鮮明化というビジュア
ル゜パターンとして提示したものである。
また，日本語とは異なる体系を持つ英語の表現との比較により，日本人の心性の日本語における反
映の様相をより明確にし，更に，槙文彦氏が提唱された理論である「奥の思想」と「おのづから然る
論理」とに接点を見いだし，「おのづから然る論理」を言語観のみならず，住環境への美意識にも存在
する日本人の普遍的深層心理の反映として位置付けた。すなわち，見えざるものの存在を感得し，そ
れを肯定する日本の社会性に，自身を動かす見えざる秩序を内在させる「おのづから然る論理」をと
らえる日本人の心性を重ね合わせたのである。
第６章では,このコスモロジー論の,日本語学における意味論としての理論的価値を立証すべ<，『源
氏物語』と『銀河鉄道の夜』所載の動詞を分析した。『源氏物語』の動詞の分析においては，場面にお
ける動詞の意味の解釈に，更には，文脈を読んでいくに当たり，コスモロジー論が有効に機能するこ
とを立証した。そして，動詞が反映するコスモロジーが，場面の展開とともに，前景。背景となり相
互にかかわるというコスモロジーの連関についても指摘した。また，『銀河鉄道の夜』の動詞の分析に
ついては，コスモロジー論の現代日本語への応用という観点からこれを検討したものであるが，この
作品のテーマともかかわる作品全体を通したコスモロジーの連環についての指摘に及んだ。いずれの
作品においても，本稿のコスモロジー論がその文脈の読み込みに新たな観点を提供することが明らか
となり，日本語学における意味論としての理論的価値を論証するものとなった。
以上の考察を通じて明らかになったことは，日本人が自身の行為を他律的に表そうとする心の働き
が，日本語の動詞の表現に反映されているということである。これは，まず，(1)他者とのかかわりに
おいてとらえられるもので,自身の行為の及ぶ他者に対して主体的名ダイレクトな関与を表明せずに，
自身の行為を，他者を中心に捉えて表現するということが認められる。また，他者に対して間接的に
かかわるというあり方が動詞の表現に認められるのであり，他者に対する繊細な心の働きが日本語の
動詞の表現に反映しているということができる。
そもそも，他者へこのような態度は日本人の生活習慣にも見られ，例えば，おじぎは，他者に直接
には接触せず間接的に他者とのコミュニケーションを成立させる。これは日本人に限定されるもので
もないが，日本人の行動様式における他者へのかかわり方の一つの現れであることは確かであり，日
本人の言語にもその表れが見られると解釈することができるであろう｡
また，それは，(2)自然とのかかわりにおいてとらえられるもので，本稿で言う，「おのづから然る論
理｣，すなわち，見えざる認知空間としてのマクロコスモスを想定し，マクロコスモスに包摂され融合
するととらえることが動詞の表現に表れる。このマクロコスモスには，人間も，そして，自然も共に
融合するととらえられるのであり，近年叫ばれている自然との共生の原理は，そもそも，日本語動詞
の「自他」の表現自体に内在していると言えるのである。日本人は，恵み深い自然環境の中で正に日
本語の動詞の「自他」の表現を通じて，自然との強調。共生の原理を実感してきたと考える。
日本語の動詞の「自他」については，いまだ，その解明は十分ではなく多くの問題を含んでいる。
本稿では，鈴木服の動詞の「自他」への言及には一言したのみであるが，成章と春庭の学説の関連に
加え，成章・春庭・眼の三者の学説の系譜の問題について取組み，そして，本稿で提示したコスモロ
ジー論を補正・補強すべ<，より多くの用例への適用と検討を通じてその体系化を図りたい。
今後の研究の方向としては，上記の検討に加え，本稿では考察の対薑象から除いたムードの世界との
関連について検討し，特に，虚構の認知空間を作り上げていく表現システムについて論を展開してい
きたい。そして，今後の大きな課題として，日本語との類似点が指摘される韓国語の動詞の「自他」
の表現との対照研究により，本稿のコスモロジー論の普遍化の可能性を探りたい。更には，国際的な
視野において，有史以前から日本と深いかかわりを持つ東アジア地域における動詞の「自他」の表現
の全体像の解明を目指し，検討を進めたいと考えている。
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Abstract
Ｗｅｃａｎｂｅｆａｉｒｌｙｃｅｒｔａｍｔｈａｔｔｈｅｌａｎｇuageisasystemofsingswhichvividlyreflectthe
mindprocessofhumanｂｅｉｎｇＴｈｅａｉｍｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓｔｏｉｎｖｅstigatesuchakindofmind
processinJapaneseverbalexpressions
Inrelationtothis，ＩｉｎｖｏｋｅｔｈｅｌｏｇｉｃｏｆＯ"0ｚ"んａｍｓﾉｶﾉﾙαγ〃（＝Being/Becoming
spontaneously）whichlextractedfromthetheoryof〃ｎｚ（＝`Self-Other'）byMotoori
Haruniwa，alinguist,wholivedintheEdoperiod
AccordingtoHaruniwa'sﾉi二ｍtheory,thesystemofﾉi~nzistoberecognizedasthesystem
ofJapaneseverbalexpressionsofrelationshipbetweenselfandothersincludedinｵﾉbecos'"oa
WhileJapanesepeopleindentifytheexternalworldasnz(＝`Other'),theyidentifythemselves
j〃if/zcoifhcγａｓ〃(＝`Self').ＴｈｉｓmodeofidentificationpropertoJapanesepeoplelintend
tocallCos柳o/Ogy、
JapaneseverbalexpressionsvividlyreflectthisprocessofmindwhichJapanesepeople
trytoexpressheteronomously・Suchrenectionscanbeidentifiedmainlyintwocases.(1)
Inrelationtotheothers；DelicateconsiderationfortheotherpersonisperceivedlnJapanese
verbalexpressions,oneusuallykeepssomedistancefromtheothersasobjects,refraining
fromdirectrelationshｉｐｗｉｔｈｔｈｅｍ(2)InrelationtoNature,Japaneseverbalexpressions
refleｃｔｔｈｅｌｏｇｉｃｏｆＯ"ozz‘んα、-sﾊﾉﾙαγzzmentionedabove,ｔｈａｔｉｓ，thelogicthatsituatesthe
logicinwhichtheinvisiblecos班osispositedandthesubjectisthoughttobedecomposed
andmergedintoオノzccos醜0s．
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学位論文の審査結果の要旨
本論は,我が国の最高の日本語学者であり，日本文学者であった本居宣長の盲目の長子春庭(1763～
1828）の語学書「詞八街』と『詞通路』の二箸を取り上げ，春庭の研究を基盤として，日本語動詞の
「自他」の表現に込められる日本人の精神活動の全体像を把握することを目標とし，新しい知見を展
開したものである。
第１章「本居春庭の学説の背景」では，日本人の「自他」の認識の表出が平安時代に始まり，どの
ような経過で春庭に至るか,語学史的に明らかにしている｡ここでの論者の業績は,富士谷成章(1738～
1779）箸『あゆひ抄』での「裏」（目）と「表」（他）について，「たのむ・たのむる」の対応を取り上
げ，「たのむる」に「仮使役（心理使役)」という文法機能があることを新たに提示している。
第２章「富士谷成章。本居春庭の見解から抽出した文法機能一仮使役」は，第１章で取り上げた
「仮使役（心理使役)」について，春庭の見解を検討，成章の同一線上にあることを確認，使役と仮使
役（心理使役）の相違を明確にし，併せて，「たのむ。たのむる」だけではなく，「やはらぐ。やはら
ぐる」「すすむ.すすむる」「たゆむ。たゆむる」「なぐさむ。なぐさむる」「くるしむ。くるしむる」
の対応についても，その文法機能は「たのむ。たのむる」の同一平面上にあることを明確にした。
第３章「本居春庭の学説」では，春庭の「自他」の認識が他の学説と対比して卓越していることを
浮き彫りにしていく。ここでの論者の業績は二点あり，まずその一つは，春庭が『詞八橘』『詞通路』
の二箸を通して，「未然・連用・終止。連体。巳然。命令」の六つの活用形について，「命令形」を別
扱いしている事実について，現代の成層文法論で文全体の構造を，事柄を延べる部分（デイクタム）
と事柄の内容に関してそれを話し手がどのようにとらえているかを延べる部分（ムード）に区別して
いるが，命令形とは，話し手自身の聞き手への働き掛け（ムード）であり，春庭は既に現代文法でい
う（デイクタム）と（ムード）の相違を認識していたことを指摘している。二つめは，研究活動中の
発見で，本居宣長『玉勝間』と富士谷成章『あゆひ抄』の関連について，これまで「宣長は『あゆひ
抄』を熟読していたが，おそらく手写されなかったように思われる｡」（足立巻一『やちまた』）と推測
されていたが，本居宣長記念館所蔵の『語法手扣』と『てにをは扣』の二点が『あゆひ抄』の一部の
写しであることを論者が発見している。この事実は，成章，宣長，春庭のそれぞれの学説の関連の今
後の検討について，重要な意義を持つものである。
第４章「本居春庭の学説の新たな評価」では，従来の学説を再点検しつつ，春庭と他の語学者との
相違は，春庭の「自他」の六段の表の第一段「おのづから然る・みづから然する」の「おのづから然
る」にあることを論じたものである。すなわち，この「おのづから然る」とは，現在の学校文法でい
う「自発」ではなく，大自然に，より具体的にいえば，太陽や月の天体の運行になぞらえたもので，
春庭『詞通路』の「日月のめぐり詞の活のおのづからいと正しくすこしもたがはざればなり」という
記述の意義を確認している。
第５章「日本語動詞に見る日本人のコスモロジー」は，第４章で論じた春庭の「おのづから然る」
論理が支配する世界の実質について論じたもので，具体的には表現者を包む認知空間としての「マク
ロコスモス（宇宙)」と表現者そのものの「ミクロコスモス（小宇宙)」がどうかかわるかを図解によっ
て示し，日本語動詞と大自然とのかかわりを目に見える形で提示していく。
第６章「日本の文学作品に見るコスモロジー」は，古典は『源氏物語』，現代文学では宮沢賢治『銀
河鉄道の夜』所載の動詞を取り上げ，これまでの論述が間違いのないものであることを論証するとと
もに，日本語動詞に込められた日本人のコスモロジーがその他の言葉の語学的分析に有効であること
を提示している。
以上，各章ごとに評価すべき点を述べたが，全体として本論は，問題意識とその処理について，手
続が行き届いていることで，平成９年１月31日に口頭発表した際の発表資料は，これからの口頭発表
資料の模範となる型をもっていることにも，この論文の充実度が示されているものと考えられる。ま
－３１
た，口頭発表に対する教官各位の質問に対し,的確な応答ができたのは,発表内容が自らのものになっ
ていることをよく示すものであった。ただし，論文題目の「日本語動詞の自他表現の構造化」は，「日
本語動詞の自他表現の構造の研究」とあるべきとの指導などがあり，論文公刊に当たっては，修正す
るよう支持しておいた。
本論は，論者が本学文学部に入学，専門課程に所属して以来十余年，日本語動詞研究に一点集中，
これまで発表した研究論文十数点，それらの業績の上にまとめられたもので，審査委員一致して学位
(学術）論文として水準に達しているものと判定した。
－３２－
